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「北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Association の活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人

と熊が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための

提言と啓発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、

生物間での食物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたもの

は生有る限りお互いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正

しき道)に基づく理念による。 

 

＜北海道新聞、5 月 30 日社説、「ヒグマ対策」の記事に、全く検証に基づかない、誤った

断定的な記述が 2 点と生物倫理に反する記述が 1 点あるので、それを指摘し、本会会報読

者諸氏にお知らせする。 

社説の全文は「本会報の裏面」に、載録してあります。 

＜第１点目＞ 

 「道内のヒグマの生息数は、春熊駆除が禁止された1990年度は5800頭だったが、道の最

新の推計では2012年度で、約1.8倍の10,600頭となり、1万頭の大台を超えた」とする項。 

＜第 2 点目＞ 

「羆の生息数が全体として、増えたために、若熊が押し出される形で縄張りを求め、人里

に近づいている。さらに、人を恐れない個体が増えている」と言う事、について。 

＜第3点目＞ 

猟師の多くは、高齢化に加え、大半は鹿の有害駆除などの経験しかない。実際に熊を撃

てる技量を持つ熟練者はわずか。道は、渡島半島で2005年から先行実施していた、熊を見

つけやすい残雪期（３〜５月）に捕獲事業を、今年は、道央や道北、道東の１３市町で新

たに行い、12頭を捕殺した、と言う内容。これは、結果として、＜中世欧州での魔女狩り

を、北海道の羆で行政が行う＞事業を推奨する内容である。 

 

 

[門崎允昭の見解] 

＜第１点目について＞ 本会会報 58 号に掲載しましたが、道の発表は、2012 年時点で、

北海道の羆の生息数は、「10,600 頭(誤差±6,700 頭)」と言うもの。言い換えると、生息数

は、3,900 頭から、17,300 頭の間であると言う事。これで、1 万頭を越えた、となぜ言え

るのか。息数は分からないと言う事が、分かった、と言う程度の事ではないのか。社説者

の見識の無さを露呈した記述である。 

＜第 2 点目について＞ 

これは、札幌市の繁華街に、2011 年と 2012 年の両年(これ以外の年は現在まで発生なし)、

初めて羆が出没し、警察のパトカーが巡回し、学童はハンターが猟銃を所持し見守る中、

集団登下校するなど、大騒ぎを醸したが、原因は、5 月から 8 月の間に、母羆ﾎﾞﾋから、自



立した個体が、林野の縁に来て、人家密集地を見て、本能的に「己が使える地所か否か」

確認に出て来たのである。決して、押し出されたものでは無い。行政に拘わる熊研究者は 

羆の生態に無知であり、想像で発言し、社説者はそれを真に受けて居るのである。また、

これらの個体は満 2 歳未満であり、野生の満 2 歳未満の個体が人を襲った事例が無いこと

も識るべきである。  羆のあらゆる事象を、もっと勉強せよと、言いたい。 

 

＜第3点目＞ 

結果として、＜中世欧州での魔女狩りを、北海道の羆で行うと言う事＞を推奨するもの 

猟師の多くは、高齢化に加え、大半は鹿の有害駆除などの経験しかない。実際に熊を撃て

る技量を持つ熟練者はわずか。道は、渡島半島で2005年から先行実施していた、熊を見つ

けやすい残雪期（３〜５月）に捕獲事業を、今年は、道央や道北、道東の１３市町で新た

に行い、12頭を捕殺した、と言う内容。社説者の生物倫理の欠如である。 

 


